11

３．土壌の熱水可溶性窒素1)　
　熱水可溶性窒素は土壌に水を加えて，電気コンロ上でボコボコと煮出しただけなので熱水可溶性窒素とするが，今はオートクレイブ加圧(105℃、1時間)、による熱水抽出窒素とされている8)。

熱水可溶性窒素には無機態，有機物からの低分子有機態窒素，加熱破壊微生物からの低分子有機態窒素等が含まれる。これらの低分子有機態窒素は，微生物分解により作物に吸収される無機態窒素に容易に変化する、いわゆる“易分解性窒素（有効態窒素）”である。

そこで、沖積土壌、火山灰土壌に含まれる窒素の内訳（表４）をみると、以下のようになる17)。
①　土壌表面から0～40cmに含まれる全窒素および熱水可溶性窒素（有効態窒素）は土壌によっては3倍以上の差がある｡これは、営農上の窒素資本に大きな差のあることを示す。

②　乾性火山灰土壌は全窒素、熱水可溶性窒素ともに少なく、湿性火山灰土壌は両者とも多い。一方、沖積土壌は全窒素が少ないが熱水可溶性窒素は多い。

③　全窒素に対する熱水可溶性窒素の割合は塩基、燐酸に富み、アルミニウム活性（根や微生物活性を阻害する）が低い沖積土壌では、アルミニウム活性が高い乾湿・両火山灰土壌の３倍も高い。
④　全窒素に対する無機態窒素の割合は，沖積＞乾性＞湿性の順に低く，湿性火山灰土壌での微生物活性の低さが伺える。
⑤　これら3土壌に埋設した麦稈の春から秋までの分解率をみると，沖積土壌で80，乾性火山灰土壌で54，湿性火山灰土壌で49%の順である。
つまり、沖積土壌は微生物の有機物（窒素）代謝速度が極めて高く，窒素資材（有機物・残渣）をインプットすればするだけ，速やかに多くをアウトプット（有効態窒素化）することになる。土壌を窒素バンクとみれば，沖積土壌は極めて効率的に高利子を配当し得る仕組みを持つと換言できる。
　　　　表４　土壌の窒素形態
	窒素形態

土壌
	N  kg/40cm/10a
	全Nに対する割合

	
	全N
	熱水可溶性N
	無機態N
	熱水可溶性N
	無機態N

	乾性火山灰土壌
	524
	8.4
	5.2
	1.6×10-2
	1.0×10-2

	湿性火山灰土壌
	1763
	30.0
	8.8
	1.7×10-2
	0.5×10-2

	沖　積　土　壌
	488
	28.8
	9.8
	5.9×10-2
	 2.0×10-2


以上のように、３土壌の窒素形態（表４）の違いから各作物の土壌窒素吸収量（表３）の差をほぼ説明でき、中でも「熱水可溶性窒素」が鍵になることを示唆している17)。つまり、窒素供給能は湿性火山灰土壌も沖積土壌と同等である。反面、湿性火山灰土壌の全窒素に対する熱水可溶性窒素の割合は乾性火山灰土壌と同レベルだが無機態窒素の割合は1/2で、窒素供給の不安定さを示唆している。
比較の過程からは「高利子配当バンク（沖積土壌）、中小の小回りの利くバンク（乾性火山灰土壌）、安定化を目指すメガバンク（湿性火山灰土壌）」の意義を連想させられる。Ｎ地力も時代で評価が変わり、資本と投資と利子の関係は複雑であるが、その見極めは重要である。
1)赤塚　恵ら（1964）：畑土壌における窒素供給力の検定法に関する2・3の考察，北海道農試彙報，83，64-70

8)北海道農政部編（2002）：北海道施肥ガイド，59-61
17)西宗　昭ら（1982）：十勝地方の畑作物の窒素利用、第２報、土壌別テンサイの肥料及び土壌窒素の利用、北農試研報、133、17-30
































































